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＜効果と成果＞

放課後あそび場「おきらくだがしかし…」の開催

放課後あそび場「おきらくだがしかし…」の開催

放課後あそび場「おきらくだがしかし…」の開催

フードパントリー「どうぞのはこ」&おにぎりの日

冒険あそび場ゆるぱの開催

冒険あそび場スタッフ研修
「冒険あそび場の危機管理を考えよう」
講師：根岸基子さん

放課後あそび場「おきらくだがしかし…」の開催

放課後あそび場「おきらくだがしかし…」の開催

5/18、6/3、12/7
10:00～15:00

12/7
14:00～16:00

稲美中央公園

いなみっこ広場

年月日

場所定例は「月1回」

「毎〇曜日」等で記入

ゆるり家

こどもの日常を支える居場所づくり

活動内容

（勉強会や定例会、講演会、イベントなどを幅広に記入）

※講演会、イベント等はタイトル・講師・会場等を併記

放課後あそび場「おきらくだがしかし…」の開催

4/9,16,23,30,
5/7,14,21,28,
6/11,18,25,
7/2,9,16,23

地域づくり活動NPO事業助成事業　実績報告

(特非)ゆるり家 代表者名
(職名） (氏名）

代表理事 濱田　理恵
団体名

事業名

10/6,20,27
11/10,17
12/1,8,15,22
15:00～17:00

1/19,26
2/2,9,16
15:00～17:00

4/9,5/14,6/11,7/9
15:00〜18:00

つどいの館

つどいの館

つどいの館

つどいの館

つどいの館

ゆるり家

4/7,14,21,5/12
5/19,26,6/2,9
6/16,23,30
15:00～18:00

7/7,14,
9/1,8,22,29
15:00～18:00

8/18,8/25
13:30～18:00

なり、参加者数は62人から685人に増加した。子どもたちの中で「つどいの館」で開催される「おきらくだがしかし

つどいの館(公共施設)での「おきらくだがしかし…」の開催回数は、昨年度の15回から34回(2月末までの開催分)に

…」が、身近な居場所として定着しつつある。公共施設を活用した居場所づくりの形が、子ども・保護者双方に認

知され、利用しやすい場として広がっている。公共施設（つどいの館）を活用した居場所づくりへとシフトしたこ

とで、特定の拠点に依存しない、より持続可能な活動基盤が整いつつある。また、公共施設での継続開催を通して

こどもの居場所づくりが地域全体の課題であるという認識の広がりにもつながったと考えられる。

冒険あそび場「ゆるぱ」では、屋外での自由な遊びを通して、子どもたちが自ら考え、挑戦し、工夫する経験を積

む機会を提供した。さらに、トライやるウィーク中の中学生が開催や広報に関わることで、世代を超えた交流が生

まれ、次世代の参画へとつながる取り組みとなった。

室内と野外の両方の居場所を継続して実施できたことが本事業の成果である。



＜今後の展望＞

＜収支決算書＞

（収入）

（支出）

区分

人件費

間接経費（一般管理費） １００,２３２

今後は、つどいの館での開催を継続し、公共施設を活用したこどもの居場所づくりを、地域にとって当たり前の取

り組みとして定着させていく。子どもたちが安心して通い続けられる環境を維持するとともに、その意義や活動の

様子を丁寧に発信していく。

冒険あそび場「ゆるぱ」では、協働体制をさらに深めながら関わる大人を増やし、無理のない役割分担のもとで継

続できる体制づくりを進める。本年度実施した危機管理研修の学びを実践に活かし、安全への共通認識を持ちなが

がら、子どもの挑戦を支える遊び場として質の向上を図る。

また、大人の担い手が限られている現状も踏まえ、無理のない役割分担や関わり方を工夫しながら、新たな協力者

を増やしていくことが課題である。あわせて、夏休みの居場所の必要性は地域の大人からも強く寄せられているが

子どもたちに情報を届ける手段が限られていることも実感している。広報の方法を工夫し、より多くの子どもに

情報が届く仕組みづくりを検討していきたい。

項　　　目 金　額（円)

地域づくり活動NPO事業助成金 ５００,０００

自己資金等 ４,２４２

合　計 ５０４,２４２

直
　
接
　
経
　
費

項　　　目 金　額（円)

その他（消耗品費等） ９４,４１０ ９２,５００

小　計 ４０４,０１０ ４０１,０００

９９,０００

５００,０００

左のうち

助成対象金額（円）

１８３,０００１８３,６００

謝金 ９２,５００ ９２,５００

会場費 ３３,５００ ３３,０００

合　計 ５０４,２４２


